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 令和７年度　  小山市立下生井小学校  学校だより 

         　 第５号 ６月２３日発行 

　 　 　 　    発行者　 櫻木　 万弓 

　 運動会のふりかえりから・・・。 

　 先日は、保護者の皆様、地域の皆様にお越しいただき、運動会が実施でき

ましたことに感謝申し上げます。子どもたちが、運動会をふりかえりました。 

　 児童のふりかえりから

・ダンスが楽しかった。ダンスを笑顔でがんばりました。 

・玉入れがんばったよ。玉入れがんばったけど、 1 つしか入らなくて悲しかった。 

・わたしは「ザ・リバーシ」をがんばりました。理由は全校団体で協力してやりたかったからです。 

・前日に足をけがしてしまったけど、ちゃんと全種目できてよかった。もう少しと思うことは、放送。緊張してうまく 

 言えなかったので、次は緊張しないようがんばる。 

・運動会でがんばったことは、放送です。どうしてかというと、みんなに聞こえるように話せたし、はきはき言えた

か らです。 

・みんなが練習した成果を発揮できるように、精一杯(応援を）がんばりたいというめあてを立てた。初めて優勝  
してうれしかったけど、６年生だから、文（セリフ）を覚えるのが精一杯だった。だけど、言えてよかった。 

　 みんなで頑張る楽しさを味わったり、自分の役割を果たすことの責任感や達成感を味わったり

していることがわかります。運動会当日だけでなく、それまでの練習の中で、できなかったことがで

きるようになったり、互いに話し合って、励まし合って、協力するという大切なことを学んでいまし

た。今後の教育活動につなげていきます。ご声援ありがとうございました。 
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★６月１３日（金）渡良瀬遊水地 水辺の生き物観察会（全校児童） 

　 渡良瀬遊水地の中の池に、どんな生き物がいるのか調べるために、網ですく

って生き物を捕まえました。草が生えている近くでガサガサと網を振ると、生き物

が網にかかります。夢中になってどんどん池の中に入っていってしまいそうにな

りながら獲りました。今年は、小さい赤ちゃんのような生き物がたくさん獲れまし

た。今の時期に増えているということは、この環境がよいことを表していると講師の

青木先生がおっしゃっていました。獲れた生き物を小さな水槽に入れて観察しま

す。関心が旺盛なので、額を水槽にくっつけるように覗き込んで見ていました。市

 内の小学校が、バス２台で見学に来ているのを見て、歩いて

行ける距離にある本校は、近くに生き物の宝庫があるよさを改めて感じました。

★６月１６日（月）あんずの実を採りまし

た！（全校児童） 

　 水辺の生き物観察会の日、渡良瀬遊水地まで歩いている途中、道がオレ

ンジ色になっているのを見つけ、近づくと杏がたくさん落ちていました。つぶ

れていて食べられそうにありませんでし

た。学校に帰ると、「熟して落ちてしまっ

た。」と、「あんずの里ふれあい活動」の

実行委員の方が学校までいらして、教えてくださいました。「採るなら今でし

ょ！」と急遽、月曜日の１時間目から杏の実採りをしました。昨年度よりもたく

さん収穫できました。５・６年生は杏ジャムを作り、格別においしくできたことを

喜んでいました。町おこしのために大切にしてきた杏の木にたくさんの実が

 生って、子どもたちが体験できたことに感謝です。子どもたちのために、安全を

考えて、下草を刈ったり道具を準備したりしてくださった実行委員の皆さん、ありがとうございました。

★６月１６日（月）歯の健康集会（保健・環境委員会による） 

　 「子どもの歯は大人の歯に生え変わるから、虫歯になってもいいや。」と思って

いては危険。立派な大人の歯が生えるために子

どもの歯が元気で、上手に抜けていくことが重要

だということを、楽しい劇を演じて伝えました。虫

歯にならないよう、歯磨きの時間帯や磨き方、虫

歯はお家の方に協力していただき歯医者さんに

行くことを呼びかけました。集会のとき、子どもたちはいつも、聞く態度（姿勢だけ

でなく、じっくりと関心をよせて聞くこと）ができるので、しっかり理解できたようで

す。劇を演じた保健・環境委員の子どもたちが皆の前で発表することに物怖じしないのは、日ごろから一人一人

 の

発表の場があるからです。相手に聞いてもらう楽しさも味わっていました。

★６月１８日（水）なかよし集会（全校児童） 

　 今年も「小山市いじめゼロ子どもサミット」が５月２７日（火）に行われ、本校の６

年生１名が参加しました。市内小・中・義務教育学校の代表が集まり、友達関係

において「いじめにつながるいじり」について話し合いました。「楽しい場の雰囲

気を壊したくないからいじられても我慢してしまうことがあり、周りで見ている人が
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それはやめたほうがいいと感じたら止める勇気をもつことも大切だ。」などの意見が出て、真剣に話し合っていま

した。集会では、サミットに参加した６年生が話し合いの様子を発表

し、縦割り班になって相手のことを考えながら「あだなをいうことについ

て」と「失敗したときの声のかけ方」を話題にして考え合いました。高学

年がリードしながら意見を聞き合い、「あだ名をいわれても気にしな

い。」「いわれたくないあだながあるよ。」「失敗したときドンマイと言う

よ。大丈夫だよということを伝えたいから。」「あんまり何回もドンマイと

いわれると困る。」など、一人一人が自分の経験から考えていました。


